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JAPAN OPTIMIST
DINGHY ASSOCIATION




	報 告 者 氏 名
	田中令江

	大 会 名
	2010 IODA European Championship

	開 催 地
	Poland  Kamien Pmorski ポーランド　カミエンポモールスキ

	大 会 期 間
	2010.7.2-10


	チャーター艇

メーカー
	Blueblue
ポーランド製
	マスト、ブーム

スプリット
	Optimax　MK-Ⅳ
	ダガーボード

ラダー、ティラー
	N1forils


	　気象について
	選考会が終わってから現地の天気予報をチェックしていましたが、夏に向かうというのに気温が上がらず、思ったより寒くなるのではないかと心配していました。実際、気温は、25℃～28℃で、寒い日は20℃ぐらいだったと思います。
ヨーロッパは大きな大陸ということもあって、気圧配置がはっきりしており、天気予報どおりの天気が見込めました。風の強弱も風向の変化も細かいシフトなどはあるものの、大きな流れは予報どおりでしたので、選手に明確に伝えることができました。また、同時に、運営サイドも風が見込めるか見込めないかの判断がはっきりしていました。

	　海面（湖面）の

　特徴や風の傾向
	バルト海がすぐそばにせまっているのにも関わらず、実際は大変狭い池で開催されました。バルト海側の北は、高さのある障害物はなく、また、会場側の南の建物も、日本に比べるとはるかに少なくそれほどの問題にはなりませんでした。しかしながら、海面がとても狭く、全てのマークが岸の近くに打つことになるので、ブローがのシフトを読むことが大変難しいと感じました。陸風となる南はほとんど期待できず、バルト海側の北東の風でレースが行われました。風速は4～10ｍでしたが、池で浅い為か、大変チョッピーな波で、選手は苦労させられました。また、全体的によどんでいる感じで潮はありませんでした。

	　帆走指示書内容

　で特記事項
	いつもの基本的なIODAの帆走指示書ということで、特別なものはありませんでした。
トラッキングの搭載が必要でした。充電などの準備のこともあり、貸し出し返却については、時間も含めてかなり管理を気にしていました。風待ちノーレースの日に、返し忘れがあり、充電できない、という注意を受けているところがありましたが、ペナルティはされていません。
レース公示に書かれている賠償責任保険については、登録の際に証書のチェックがあり、加入していない国はその場で加入させられたようです。

また、同じく公示で、VHF無線のコーチボートへの搭載が呼びかけられていました。運営のチャンネルをそのまま聞くことができたので、旗の上げ下げ、予告信号の時刻などがわかって便利でした。

初日、第１レースのために出艇してから、ディビィジョンの組み合わせが間違っていることがわかり（男女が混ざっていた）、コーチが緊急に陸に戻され、説明を受けて、海上でのリボンの付け替えを指示されました。結果的には陸上に戻り風待ちとなった為、事なきを得ましたが、予備のリボンの用意も含めて、運営サイドはかなり混乱していました。

	　レースコース図
	IODAのトラペゾイドでしたが、海面が狭いこともあって、図と違って、１マークから２マークの角度がアビームに近いものとなっていました。（下記添付）

	　コーチボート

　について
	エントリーの際には、コーチボートをチャーターする旨連絡し、事前も期間中も含めた料金を支払っていましたが、直前（出発1日前）に、事前はチャーターできるが、期間中はチャーターができないのでその分を返金する、との連絡がありました。チャーターで用意する予定の艇は運営に必要になった、とのことでしたが、急なことでびっくりしました。ヨーロッパ選手権ということもあり、コーチボートを持参している国もたくさんあったことから、モナコのコーチボートに同乗させてもらうことになりました。以前のヨーロッパ選手権の際にシェアしたことがあったそうで、その時の印象が良かったためだと思われますが、向こうから声をかけて頂き大変助かりました。


· 以下、日本チームより上位の選手、国について記入して下さい

	　選手の特徴、体格


	背の高い選手、低い選手といますが、結果を見ると、背が低く体重もかるくて、学年が上の選手が前を走りました。吹いた日もありましたが、ハンドリングもよく、フルハイクでレースを乗り切る気力体力があるので、小さいことが不利にはならず、かえって、軽風～中風までで貯金ができたのではないかと思います。

	　艤装品について
	チャーターボートのスパーが、Optimax-MK-Ⅳということで、日頃Optiparst Blackgokdをつかいなれている選手から何か反応があるかな、と思いましたが、残念なほど自然に使っており、問題はありませんでした。海外の選手は、自国のボート、リグを使っており、様々ですが、スパーはGuliettiを使っている選手も多かったように思います。艇は、普段練習で使っているものを持ってきた、という感じでしたが、セールはさすがにニューセールがほとんどでした。J-sailとOlympicが多かったですが、スリランカ製のNorthSails（P4,P5）もありました。予めショップに注文していたのか、J-sailなどはその場で受取り使っている選手もいました。

	　セッティング等
	海外選手が多く使っているJ-sailは、固めのセットをしている選手が多くみられました。セール自体がオートマチックな感じで、風の強弱に関わらずセットはそれ程変えていないように思いました。
ペイﾄﾞコーチが多いためか、コーチにセットを任せている選手が多くみられました。アドバイスだけでなくセットをやってもらっており、Bクラスの選手のような感じの国もありました。

	　海上での練習方法
	事前練習の際には、マークを使って練習をしている国と一緒にレース練習をしました。多い時には、５．６カ国になり、いいウォーミングアップになったと思います。
また、公式大会日程からはモナコとボートをシェアしていたこともあり、すべりも含めて一緒に練習をしました。笛の合図自体は問題ありませんでしたが、ラビットの練習方法を知らない選手もいて、多少の説明が必要でした。国内でも、海外の一般的な練習方法をしておいた方が、取っ付きがいいかも知れないと思いました。また、レース日は、スタートまでの間、またレースとレースの間に、チームでまとまって練習する時間が取れませんでした。その様な場合に、セーリングパートナーを見つけてすべりを合わせる意識をもっと持って欲しいと思いました。

	　セーリング技術
	スベリ自体は、日本の選手も全く遜色のないものだったと思います。日本の選手も体をよく動かしており、クローズにしろフリーにしろ、集中している間は、特に問題はないのですが、艇体関係を気にしすぎて、或いは、どうしようかと迷って、キョロキョロしている間にロスをしていることがありました。

各国ともよく似たレベルの選手が揃って出場していることもあり、一度ミスをすると相手がミスをするまで取り戻すことができないので、結局はミスの少ない選手が前にでる、ということになっていたと思います。

また、技術的なものというよりも、精神的なものが大きいように思います。スタートの位置取りにしても、マーク回航の混戦にしても、充分に先を読み、自分で主張をして、自分が仕切っていく、ぐらいのアクションをおこせる自信が必要ではないかと思います。海外の選手は、集団の混戦になると、指をさして、マーク回航の順番を指示する大きな声も聞こえました。

	　戦術、戦略など
	海外の多くの選手は、スタート直後は、とりあえずスターボで勝負がつくまで走り続け、コースの３分の1ぐらいまで行ってようやくタックしはじめるといったような感じでした。2線目に落ちた選手がどんどん右に逃げていくイメージで、その後、ようやく展開が始まるように思います。
コーチボートからは、どんなに頑張ってもレグの半分ぐらいまでしか追いかけることができませんが、そこまではどのレースでもほとんどの場合、日本の選手も1線目におり、充分前で帰ってこれるポジションでした。が、１マーク間際（レグの3分の2）からのアプローチがまずく順位を落としていたように思います。ビッグフリートでのレース経験がもっと必要だと思います。

	　日本選手が

　劣っていること
	男女が別フリートでレースをする為、１レースが４回あることになり、長い待ち時間がありました。その間に、前のレースの反省をし、良くも悪くも気持ちをリセットして、次のレースに向かえばいいのですが、その気持ちの切り替えがもっと上手にできれば、と思いました。自己分析とコントロールができるようになれば、もっと好成績を期待できるのではないかと思います。また、スタミナ不足で、夕方になると集中力が切れることがありました。

	　日本選手が

　勝っていること
	風の強弱にあわせて、自分でどんどんセットを変えて試してみる姿勢は、とても素晴らしいことだと思いました。そのため、それぞれの風でスピードで負けることはなかったように思います。

	　日本チームとして

の課題
	もっとコミュニケーションを取れるようになれば、もっと楽しめると思います。ヨーロッパ圏の選手は、陸続きと言うこともあり、日頃から海外遠征をたくさんして、他国の選手と仲良くなっています。実際、モナコの選手もヨーロッパ選手権に参加後は帰国せずにそのままフランスで合宿＆レースと話していました。日本の選手がその様な環境を作るのは、現実では大変難しいことだと思いますが、もっと短時間でその環境に慣れればいいと思います。
今後のIODAの大会の課題としては、トラッキングシステムはしばらく採用されるでしょうから、そのシステムに対応できる体制も考えていかなければならないと思います。海上でコーチボートができることは限られていて、またレースの状況を見ることも限られています。しかし、同時に陸上では全ての選手のレース展開を見ることができる訳ですから、役割を分担して、陸上とコーチボートで連絡を取り合えば、より具体的なアドバイスができるのではないかと思います。

	　ＪＯＤＡへの要望
	ヨーロッパは、オープン参加ですので難しいかもしれませんが、正式参加の大会では、将来的には、運営やジャッジに人を出したりすることができるようになればいいと思います。また、チームの総合力を高める為にも、参加にあたってのノウハウを積み重ねていけるような方法を探りたいと思います。

国内の問題としては、ビッグフリートでのレース経験をたくさんもてるような仕組みがあればいいと思います。

	　　　その他
	会場とホテルの移動のバスの時間や、開閉会式の開始の時間など、知りたい情報がTwitterで配信されていたことを帰国後に知りました。電話代が高くつくので携帯電話は、必要最低限の利用しかしていませんでしたので、もし知っていても対応できたかどうかはわかりません。バスの時間の変更には、多くの国がびっくりしていたので、現場でTwitterを見ていた人がどれくらいいるかは不明ですが、今後そのようなサービス？が一般的なものになるのであれば、予め対応できるように準備していくことが必要だと思います。正式なお知らせは、公式掲示板ですが、それ以上の情報もあるに越したことはありません。
トラッキングといい、Twitterといい、時代の最先端のものを上手く利用しているとは思いますが、そのためにヨットレースのあり方が大きく変わる、今がその節目のように思います。
JODAの皆さまをはじめ、ご尽力頂きました皆様方、ありがとうございました。


ご協力ありがとうございました　　　　　　　　　ＪＯＤＡ海外派遣委員会
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ATTACHMENT 2: THE COURSE

WAITING
AREA

COURSE:
START — 1 to port — 2 to port — 3P to starboard or 3S to port — FINISH




